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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Express5800/120GR-1b 


ソフトウェア編 

Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアについて説明します。 



添付の CD - ROM についてに02ぺージ） 

本体に添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM に収められているソフトウェア 
について紹介します。 


EXPRESSBUILDER に03ぺージ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 


ExpressPicnic に1日ぺージ） 

シームレスセットアップ用パラメータディスク（セットアップパラメータ FD) 
を作成するツール 「ExpressPicnic」 について説明します。 


本体用バンドルソフトウェアに2日ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウエアについて説明します。 


管理 PC 用バンドルソフトウェア （2 日1ページ） 

本体を監視-管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 


0NL-3 に 1 alV 1 20GR1 b-000-03-0409 
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添がの CD - ROM にごいて 

添付の EXPRESSBULDER ® CD - ROM には、本装置を容易にセットアップするためのユー 
テイリテイやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用す 
ることにより、本装置の機能をより多く引き化すことができます。 


W -0 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM は、本装置の設定び完了した後でも、 0 S 
の再インス I ルや BIOS のアップデートなどで使用ずる機会びあります。な 
くさないように大切に保存しておいてください。 



*1 コンソールレスで操作する場合。 COM ポートも使用可能。 

*2 オプションのリモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージメントカードを装着時に使用可能。 
別売のサーバライセンスが必要。 



ビルド•トウ-才ーダーで購入した装置のハードディスクドライブには 
電源管理をする次のユーティリティがインストールされている場合があ 
ります。それぞれのぺージを参照してセットアップをしてください（こ 
れらのユーテイリテイは EXPRESSBUILDER の中には含まれていませ 

ん ） 。 


ESMPRO/UPSController Ver . 2.1(237 ぺージ参照） 

Pow が Chute plus Ver . 5.11 J /5.2 J (241 ぺージ参照） 

• ディスクアレイの設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップ 

に搭載されています。これらのユーティリティの操作方法については、 
ボードに添付の説明書を参照してください。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続された八ードウてアを自動橫化し 
て処理を進めるセットアップ用統合ソフトウエアです。 EXPRESSBUILDER から OS をインス 
I -ールする際には、インストール対象の八ードディスクドライブ（またはディスクアレイの 
論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップしてください。 



起動メニユーにごいて 


EXPRESSBUILDER には3つの起動方まがあります。起動方法によって表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM か5起動する 


EXPRESS 目 UILDER を本体の CD - ROM ドライブにセットして起動し、 
EXPRESSBUILDER 内のシステムから起動する方まです。この方までシステムを起動す 
ると下に示す 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセットアップします。 



に ress 5800 シり_ーズ EXPRESSBUILDER VerS. x 


-X Copyright(C)NEC Corporation 2004 — 


111 圍 ■ 


r シームレスセットアップ j とは、ハードウエア 
の巧巧的なバラメ—51やが巧の設をから〇3、を谷 
ユ^ィリティのイシストールまでを巧付の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERj を巧って切れ目な< 
(シームレスで）七ットアップでさる没自の 
セットアヴブ方まです • 

A —ドディスクをは入時のが巧と異なるパーティ 
ベ;^ ヨン設定で任用するちさや OS ぞ再イシストール 
すをみたは、シームレスセットアップを巧巧して 
ください，なホを t ットアップをこのな能が巧 
わって行います • ノ 


シームレスセットアップは*セットアタブ# flife 
する巧にセットアッカこを要なち«ぞ«集し 
フロッビーディスクに巧ちし、セットアップの民 
に子の悟«ぞ免一読み巧して自巧的に一をのセッ 
トアップぞ涅めるというものです • 

このとぎ使巧されるフロヴビーディスクのことを 
r セットアップバライータ FDJ と巧びます《 
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W "0 • 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 己800シリーズで起動し 

■to ないでください。故障の原因となりまず。 

• メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあ5かじめインス 
トールされている 0 S を消去しまず。 0 S もインストールし直す必要びあ 
ります。 


EXPRESS 巨 UILDER トップメニューじつし^てはこの後の 「 EXPRESS 目 ULDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 

• コンソールレスで EXPRESSBUILDER CD - ROM か5起動する 


羊ーボードやマウス、ディスプレイ装置を本体に接続していない状態で 
EXPRESSBUILDER から起動すると、 LAN か COM (シリアル）ポートで接続している 
管理用〕ンピュータ ( PC ) の画面には、 「 EXPRESSBUILDER メインメニュー」が表示 
されます。管理 PC からこのメニューにある項目を使って本装置を遠隔操作をします。 


[づ习袖！! laiiai ? ■を端皂涅註召お•基 HOTf ? 部磯な;別お Jte が逆！;; 



矢がキーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 

EXPRESSBUILDER は本装置のセットアッブをサボートします。 

【もットアッブ】 

本装置のセットアッブを容易に行えるように、自動的にセットアッブ 
にお要な'ソールをお動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、 t ットアッブが自動的に判断できむいバラメータは、オペレータに 
入力が要ボされます。 

システム它ットアッブ終了後、セットアシブ情報をいシクアッブすることをわ 
勧めします。バックアッブ情報が無いときは、修理復旧時にお査様の装置固有 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアッブは、フォーマットされた 
フロッビーディスクを準備して、ツールでオフライン巧巧ユーティリティの 
「システム情報の管理」から「退避」を選巧してください。 


" tO • 管理 PC か5の実行は、オプションのリモートマネージメントカード/ア 
■to ドバンスドリモートマネージメントカードを装着している場合にのみ可 

能でず。 

• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 己800シリーズで起動し 
ないでください。故障の原因となりまず。 

参 コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーボードコネクタにキー 

ボードび接続されていないことび条件です。本体にキーボード （USB 
キーボードは除く）び接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコン 
ソールびあると判断し、コンソールレス動作を行いません僧理 PC にメ 
ニューを表示しません)。 


EXPRESS 目 UILDER メインメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を 
参照してください。 
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• Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows(Windows 95 W 降、または Windows NT 4.0降)が起動した後、 CD-ROM ド 
ライブに EXPRESSBUILDER をセットするとメニューが表示されます。表示されたメ 
ニューダイア□グボックスは「マスターコント□ールメニュー」と呼びます。 

マスター コント □ ール メニュ ーについてはこの後の「マスター コント □ ール メニュ ー」 
を参照してください。 
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EXPRESS 巳 UILDER トツ 



EXPRESSBULDER トツプメニューは八ードウ エアおよび OS (オペレーティングシステム) 
のセツトアップとインストールをするときに使用します。 


，■〇 BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM か5起動しない場合びありまず。 
EXPRESSBUILDER を起動できない場合は、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動して下のとおりに設定してください。 

- 「 Boot 」 メニューで rCD-ROM Drive 」 を1番上に、 

「Removable Devices 」 を2番目に設定。 


起動方法 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 

2. 本体の CD - ROM ドライブへ EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットする。 

3. CD-R 日 M をセットしたら、リセットする （く Ctrl 〉 + く Alt > + く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を日 FF / 日 N して本体を再起動する。 

CD-ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBULDER が起動します。 

EXPRESSBULDER が起動すると、 W 下のような EXPRESS 巨 ULDER トップメニユーが現れ 
よ^ 〇 


鍵 


シームレスセツトアップ 


セットアップパラメータ FD の情報を参照して、 
(シームレスに）セットアップを行います。 0S の再インス 
トールを行う場合、こちらのセットアップ方式を選択して 
ください。 


[Tbcfress 5800 シ y —ス Elifi^ESSBliT し DER VerS.xxxx-X し o^ri を t (なが E し Corporation^^ 1 

切れ目なく 
0再ィンス 

を選択して KB' 

I 


w « ツール 

EXPRESS 目 UILDER に収められている各種ユーティリティ 
を個別に起動し、オペレータによるセットアップを行いま 
す。また、インストール済み 0S に影響を与えることなく 
セツトアップを行うことができます。 


に 


ヘルプ 



r シームレスセットアヴプ J とは* /\—ドウエア 
の巧な的なパラメー？や识巧のまをから OS* を巷 
ユーみリティのインストールまでを巧付の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERj を巧って切れ目な< 
(シームレ又で）ヤツトアップできる&自の 
セットアップ方まです • 


八ードディ义クぞ巧入時のが巧と異なるバーティ 
ベ; C ヨン設定で巧用する巧合や OS を巧インストール 
するみみ0：、シームレスヤットアップを巧用して 
ください* ブトアップをこの»巧が巧 

ねって行ぃます • 六 

シームレス七ットアップは*七ヴトアタブぞ巧始 
する巧にセットアッカこを要な盾巧を編をし 
フロッビーディ义クにな巧し、七ットアップの民 
にそのななぞ巧一贾み出して自巧的に一連のセッ 
トアップを進めるというものです • 

このとぎ任用されるプロヴビ^ィ义クのことを 
r セットアップパラメータ FDJ とげびます， 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明しまず。セ、ソトアップを実 EXPRESSBUILDER の終了画面が表示さ 

行する前に一通り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(WindowsServer 2003 /Windows 2000). を種ユーティリティのインストールまでを添が 
の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップでき 
る Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクのパーティション設をで使用する場合や OS を再インス 
I -ールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能が 
代わって行います。 

「シームレスセットアップ」を選択すると、 OS のインス!-ールを開始します。 


P -0 セットアップを開始した5、完了するまで本体の電源を OFF にしないでくださ 
し、また、指示びあるまでセットアップパラメータ FD を取り出さないでくだ 
さい。 


ツールメニュ ー 

ツールメニューは、 EXPRESS 目 ULDERI こ収められているを種ユーティリティを個別で起動 
し、オペレータが手動でセットアップを行います。「シームレスセットアップ」では自動設 
定できない設をや、より詳細に設定したい場合などに使用して<ださい。 

また、システム診断やサポートディスクの作ぶ、保守用パーティションの設定を行う場合も、 
ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


Express 已 800 シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2004 


ツールメニユー 


占 AID 情報のセーブ/リストア 


オフライン保守ユーテイリテイ 
システム診断 
ヴポートディスクの作成 


テ‘’イスクアレイホ‘’-ド：なし 
ヴ - U ‘’7 ネ-シ‘’メ外ホ‘’-ド：なし 
システム]ンフイク‘’レ-';/ヨン：なし 


保守用パーテイシヨンの設定 

各種 BI0S/FW のアップデート 

リ モー トマネージメント カー ドの初期設定 

システムマネージメント機自 g 

ヘルプ 


トップメニューに戻る 


• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存 
(セーブ)、または、フ□、ソピーディスクから復元(リストア)することができます。 
HostRAID または Adaptec ディスクアレイコント□-ラ ( Och ) と、 LSI - Logic ディスクア 
レイコント日ーラが混在するシステムでは、 HostRAID または Adaptec ディスクアレイ 
コント□-ラ ( Och ) のコンフイグレーシヨン情報をセーブまたはリストアすることがで 
きます。 


W "0 HostRAID または Adaptec ディスクアレイコント□—ラ （ Och ) と湿在ずるが 
■to 態で、 LSI 丄〇呂 ic ディスクアレイコント□—ラのコンフィグレーシヨン情報の 
セーブまたはリストアについては 、 「Power Console Plus ユーザーズマニュ 
アル」を参照してください。 
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— RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを用意してください 。 RAID 
の設定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報を 
セーブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを 
用意して<ださい。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコ 
ンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグ 
レーシヨン情報をリストアしてください。 


wO この機能をヴポートしていないディスクアレイコント□ーラもありまず。その 
場合、このメニューは表示されません。 


^ この機能は保守用です。保守] U 外の目的で操作しないで<ださい。誤った操作 
医エック I を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は292ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

• システム診断 

本体上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を横査 
します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステムチェック用プ□グラムが起 
動します。260ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 


• サポートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、 EXPRESS 目 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作ぶします。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003をインス I -- ルするときに必要となるサポートディスクを 
作成します （ r シームレスセットアップ」でインス!-ールする場合は必要ありませ 
ん）。 


- Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000をインストールするときや Windows 2000のシステムを修復する 
ときに必要となるサポートディスクを作成します （ r シームレスセットアップ」で 
インストールする場合は必要ありません)。 


R 0 M - D 0 S 起動ディスク 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 
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- オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

- システム マネージ メント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理用 PC からのリ 
モート制御機能を使用するための設をを行うプ□グラムの起動用サポートディスク 
を作成します。 


• 保守用ノト"ティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と 「 FD に K 
の起動」 W 外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、10 
ページを参照してください。 


W -0 「保守用パーテイシヨンの設定」の各項目を実行している間は、リセットした 
り、電源を OFF にしたりしないでください。 


- 保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスク上に領域を確保し、続けてを種ユーティリティの 
インストールを行います。すでに保守用パーティションが確保されている場合は、 
各種ユーティリティのインス I -ールを行うことができます。 

- 各種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM から保守用パーティションへインストールします。 
インストールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ード 
ディスクから起動した場合に使用することができます。 

- 各種ユーティリティの更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソ 
ピーディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ 
□、ソピーディスクでリリースされたときじ実行してください。それ W 外では、本項 
目は使用しないでください。 

- FDISK の起動 

R 0 M - D 0 S システムの FD に K コマンドを起動します。パーティションの作成/削除 
などができます。 
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• 各種 BIOS / FW のアップデート 

8番街で配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BI 0 S/FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「各種 BI 0 S / FW の 
アップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明があります。 

『8番街』： http :// nec 8. com / 

を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種巨 I 0 S / FW のアップデート 
モジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を確認した 
上で、記載内容に従ってアップデートを行ってください。 

「 README . TXT 」 は Windows 2000のメモ帳などで読むことができます。 


参 リモー ト マネー ジメント カー ド/アドバンスドリ モー ト マネー ジメント カー ドの初期設 
定 

リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージメントカードへの本体 
装置固有情報の設定を行います。本設定を行うこどで、リモートマネージメントカード 
/アドバンスドリモートマネージメントカードによる八ードウエア障害の監視や障害通 
報、及び LAN 経由/ WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 
システムイベント□グ （ SEL ) の磕認 等） が可能となります。なお、リモートマネージ 
メントカード/アドバンスドリモートマネージメントカードの詳細については、リモー 
トマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージメントカードのユーザーズガ 
イドをご覧ください（障害通報リモート制御には、別途 IP アドレスなどの設定が必要で 
す）。 


オプションのリモートマネージメントカード/ァドバンスドリモートマネージ 
メントカードを装着している場合に表示されるメニューです0 


• システムマネージメント機能 

リ モー トマネージ メント カー ド/ ア ドバンスドリ モー ト マネージ メント カー ドによる通 
報機能や管理用 PC からのリモート制御機能を使用するための設をを行います。 


オプションのリモートマネージメントカード/ァドバンスドリモートマネージ 
メントカードを装着している場合に表示されるメニューです。 


• ヘルプ 

EXPRESSBULDER のを種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBULDER トツプメこューを表示します。 




BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなく 
なります。 
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ンソールレスメニ 


EXPRESSBULDER は、本体に羊ーボードなどの〕ンソールが接続されていなくてもを種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソール 
レス」機能を持っています。 


• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 日800シリーズに使用し 
ないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーボードコネクタにキー 
ボードが接続されていないことび条件です。本体にキーボード （USB 
キーボードは除く）び接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコン 
ソールびあると判断し、コンソールレス動作を行いません償理 PC にメ 
ニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法は、オプションのリ モー トマネージメントカード/アドバンスドリ モー トマネージメ 
ントカードの装着の場合にのみ実行できます。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続 （ COMB ) された管理 PC から実行する 

起動方まの手順については、 「 DianaScope 」 オンラインド羊ュメントを参照してください。 



• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
いでください。 CD - ROM ドライブび最初に起動するようになっていな 
いと使用でさません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、設定情報を格納した 
フ□ッピー ディスクが必要になります。 フォーマッ ト済みの フロッピー 
ディスクを用意しておいてください。 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法 m がの手段（電源 
OFF やリセット）で終了するとリダイレクションび正常にでさない場合 
びあります。設定フアイルで再度設定を行ってください。 
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BIOS 設を情報はじ(下の値にセットされます。 

• LAN #1: [Enabled] 

参 Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 


Serial Port A Interrupt: [4] 

Serial Port B: [Enabled] 

Serial Port B I/O Address: [2F8] 


Serial Port B Interrupt: [3] 

BIOS Redirection Port: [Serial B] 
BIOS Redirection Baud Rate: [19.2k] 


BIOS Redirection Flow Control: [CTS/RTS] 


Console Type: [PC ANSI] 


メインメニュー 

管理 PC の画面上に表示されるメインメニューは次のとおりです。 



各種セツトアップを行う 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動ずる 


EXPRESSBUILDER の各種機能に 
関する説明を表示する 


EXPRESS 目 UILDER を終了ずる 


セットアップ 

本体の八ードウェア構成をチェックして、ディスクアレイコンフィグレーションおよび保守 
用パーティションの設定を自動的に行います。 
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ツール メニ ユ- 


メ インメニューでツールを選択すると trF のメニューが表示されます。 ツールメニューにあ 
る項目は、 「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の項目の中からコン 
ソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能については、前述の 
「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」を参照してください。 


前述の FEXPRESSBUILDER 


トップメニュー」を参照 


それぞれの機能に関する説明を 
表示する 



メインメニューに戻る 


Bi 


「 EXPRESSBUILDER トップメニュ ー 」の「ツールメニュー」にある機能と 
比較すると次の点び異なりまず。 

• 「システム診断」の内容や操作方法（詳しくは、260ぺージを参照して 
<ださい） 

• 「サポートディスクの作成」で作成できるディスクの種類 


イ デ 
テ 定ブ能 
リ 設ッ機 
ィ成のアト 
テ作ンのンる 
j のョ W メ 戻 
ユクシ F ジに 

守 スイ/ j j 

島保 断イテ s ネユ 

P ノ聲 I 〇マニ 

イム トバ I ム メ 

ラテー用己テブン 
フスボ守種スルイ 
オシ サ保 各シ へ： A 
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マスターコントロールメニ 


Windows(Windows 95 JU 降、または Windows NT 4.0 JU 斷が動作しているコンピュータ上で 
添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM をセットすると、「マスターコント□-ルメニュー」 
が自動的に起動します。 


〇ォンラィンドキュ；》ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


O ソフトウェアの 
W セットアップ 




o わ 


Copyright NEC CorporoNon 


NEC 




システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場 
合は、 CD-ROM 上の次のファイルをエクスプローラ等から実行してくださし、。 

CD-ROM のドライブレター :¥ MC ¥1 ST.EXE 


マスターコント□ールメニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアの 
インストールやオンラインド车ュメントを参照することができます。 



オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Acrobat Reader がインストールされている必要があります。 Acrobat Reader が 
インストールされていないときは、はじめに[ソフトウェアのセットアップ] 
の [Acrobat Reader ] を還がして、 Acrobat Reader をインストールしておいて 
ください。 


マスター コント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行してください。 


両"〇 CD - ROM をドライブか5取り出す前こ、マスターコント□—ルメニューおよ 
びメニューか5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させて 
おいて < ださい。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで使用する「セット 
アップパラメータ FD 」 を作成するツールです。 

EXPRESS 目 ULDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセット 
アップをすると、いくつかの確認のための羊一入力を除き 0 S のインストールからを種ユー 
ティリティのインス I -ールまでのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのと 
きに前回と同じ設定でインストールすることができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作 
成して、 EXPRESS 巨 ULDER からセツトアップすることをお勤めします。 



「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows Server 2003または 
Windows 2000をインストールすることはできます。また、「セットアップパラ 
メータ FD 」 は、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中でイ霞正•作 
成することもできます。 


セットアップパラメータ FD の作成 


OS をインストールするためじ必要なセットアップ情報を設をし、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。じ(下の手順に従ってください。 



ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ. PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作 
します。 


1 . 日 S を起動する。 

2. 添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 
マスターコント□ールメニューが表示されます。 

3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックする。 



4. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 

ExpressPicnic ウインドウが表示されます。 
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日.[ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア□グボックスが表示されます。 



目.各項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



7. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 


セットアップ情報の設をが完了すると、[ファイル指定]ダイア□グボックスが表示 
されます。 


区 


巧*マシン "が"よよ化 ▼] 

インスト—ルパス [Windows 


な巧なパーティシ a ン 广を巧巧 

任クイズ巧定 



ロスバルシステムを NTFS へ巧换 
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^ [キャンセル]をクリックすると設定した内容が消えてしまいます。 

区エック I 



使用者名と会社名を日本語で設をする場合は、 ExpressPicnic で設をしてくださ 
い。シームレスセットアップ中に日本語で入力することはできません。ただし、 
シームレスセットアップを使ったインストールを完了後、ログオンのときに表 
示されるポップアップ画面で再入力し直すことができます。 


8. [セットアップパラメータ FD] チェックボックスがオンになっていることを 確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアップ情報のファイル名を入力する。 



9.1.44 MB でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 

「セットアップパラメータの」が作成できました。 r セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003または Windows 2000をインストールするときに使用します。ラベルを貼り大切 
に保管してください。 



• 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は、 
ExpressPicnic ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくだ 
さい。詳しくはヘルプを参照してください。 
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ンのインス I ル 


EXPRESSBUILDER CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインストール 
する場合は、 JU 下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


W -0 追加でインス!ルずるアプリケーシヨンは、シームレスセットアップに対応 
している必要びありまず。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （21 日ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 


✓ [キャンセル]をクリックすると人力した内容が消えてしまいます。 
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日.[アプリケーションの設定]が表示されたら、[追加アプリケーションのインス!-一 
ル]にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定]ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 MB でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
































220 ExpressPicnic 


大容量記憶装置ドライパのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （21 己ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設を]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設をするダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 


一^ [キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 

区エック I 
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日.[アプリケーションの設定]が表示されたら、[大容量記憶装置用日 EM-FD の適用] 
にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定」ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセツトアップ情報のファイル名を入力する。 


7.1.44 MB でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
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巧動機からの情報採取 


ExpressPicnic が起動しているマシン作 xpress 5800シリー乃のセットアップ情報を自動的 
に採取し、セツトアップ情報ファイルを作成します。 


• ユーザ/グループ情報は探取できません。 

• アプリケーシヨンで設定情報を探取できるのは、 ESMPRO / 
ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 

• Windows 2000のみサポートしています。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （21 己ぺージ参照)。 

2. [オプション]メニューの[稼動機からの情報採取]をクリックする。 

採取後は、確認/修正画面に移ります。初期値が、探取したデータになっていること 
を除けば「情報ファイルの新規作成」、あるいは「情報ファイル修正」と同じです。 
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大量インスIル 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指をし、マシンごとに変更する必要のあるパラメー 
夕のみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （21 己ぺージ参照)。 

2. [オプション]メニューの[大量インス!ルのアシスト]をクリックする。 



3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示され 
ます。 

4. [追加]をクリックする。 



己.ベースとなるセットアップ情報ファイルから変更するパラメータを設定する。 
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目. [OK] をクリックする。 

リストに追力□した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [FD 作成]をクリックする。 

選択したファイルをのセットアップパラメータ FD を作成します。 
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本体用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインス I -ールの方まじついて簡単に説 
明します。詳細はオンラインド羊ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent (Windows 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 

シヨンです。 

EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたいミ主意事項とインストール 
の手順を説明します。 



運用上のを意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内の才 
ンラインドキュメント 「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレー 
シヨンガイド」 に記載しています。ご覧ください。 


インス I ル前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象 OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニュー 
から起動する r ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13前96「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変 
要した場合は、 ESMPRO / ServerManageiigi ] で新しく設定:したコミュニティをと同じを 
前を入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス!ルは添付の 「EXPRESSBULDER」CD- 
ROM を使用します。本装置の 0S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから[ソフト 
ウェアのセットアップ]- [ESMPRO] - [ESMPRO/ServerAgent] の順にクリックして 
ください。じ(降はダイア□グボックス中のメッセージじ従ってインストールしてください。 



EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 




• アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインし 
て < ださい。 

• リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージメント 
力ード(オプション)を着脱した場合は必ず、 ESMPRO/ServerAgent 
の更新インストールを実行してください。 

更新インストールを実行しなかった場合、装置の情報び正しく取得でき 
なくなります。 


ネットワーク上の CD-ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコンピュー 
夕からは起動しないで<ださい。 



アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセー 
ジが表示されます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 
メッセージに従って処理してください。 
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インスI-ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインストー 
ルされている ことを磕認してく ださい。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）の監視ヴービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインストールし直してください。 


リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージ 
メントカードの着脱について 

オプションのリ モー ト マネージ メント カー ド/アドバンスドリ モー ト マネージ メント カードを 
取りがけ、または取り外した後は、必ず ESMPRO/ServerAgent を更新インストールしてく 
ださい。更新インストールしないまま運用すると正しい情報を採取できません。 
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Power Console Plus ( サーパ ) 


Power Console 円 us は LSI - Logic 製ディスクアレイコント□-ラシステムを構築している 
Windows サーバの監視-管理用のアプリケーションです。 

Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBULDER 内じあるオンラ 
インド车ュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console 円 us があらかじめインストールされている場合が 
あります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console 円 US (サーバ）の環境設 
を」に記載の内容の設をを行うことをお勧めします。また、リモートからの監視をする場合は 
別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) をインス! ー ルしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM に収められている自動インス 
I -ール、ソール「シームレスセットアップ」を使ってインストールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが表 
示されます。ここで 「Power Console Plus 」 を選択してください。なお、シームレスセット 
アップ後は後述の環境設ををしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください。 


手動インス!-ール（新規インス!-ール） 

手動でインストールする場合はじ(下の説明を参考にしてインストールをしてください。インス 
卜ールに関する詳しい手順と操作方まについては忙 XPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内にある 
オンラインド车ュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

Power Console Plus ( ヴーパ')をインストールする前に 

Power Console Plus けーパ）をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント日ーラがシステムに取りがけられていること 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント□ーラのドライバが組み a まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み a まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定:が終了していること 

• EXPRESS 目 UILDER を使用したシステムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Internet Explorer 5.5 J ： i 降がインストールされていること 
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Power Console Plus ( ヴーパ')のインストール手順 

Power Console Plus けーパ）のインストールは添付の EXPRESSBULDER CD - ROM を使用 
します。 Windows では EXPRESS 巨 ULDER を CD - ROM ドライブにセット後、 Autorun で表示 
されるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]- [ ESMPRO ] — [関連ユーティリ 
ティメニューへ ]— [Power Console Plus ] の順にクリックします。 


国 


〇オンラインドキュタント 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I -ールするコンポーネントとして 
「サーバ」または「サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。ム( 
降はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。なお、インス I -一 
ル後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途 、 Power 
Console Plus (管理 PC ) をインス!-ールしてください。 



上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすべてのサーバおよび管 
理 PC を管埋するコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


Power Console Plus ( ヴーバ）の環境設定 


• HOSTS ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ/管理 PC および管理サーバの IP アド 
レスとホストをを登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要で 
す。 


• REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御する場合は管理サーバのホストををすでにある riocalhost 」 の 
設をと置換してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

参パスワードファイルのアクセス権設定 

rc:¥Winnt¥System32¥d「ive「s¥etc¥「aidpass.vaU (c:¥Wimt は、 Windows の一般的な 

インストール先フォルダです）をセ丰ュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス権 
を Administrator 権限などに変更してください。 
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Adaptec Storage Manager™ - Browser Edition 


Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ( U 下 ASMBE と略記します）は装置に標準 
装備された ZCR / HostRAID ディスクアレイシステムの監視-管理を行う Web ベースのアプリ 
ケーシヨンです。 ASMBE を使用することで、システム運用中の前記ディスクアレイシステム 
の保守やイベント監視じよる通報を行うことができます。 

ASMBE のインス! -- ルおよび操作方まについては、添付の EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM 内 
のオンラインド车ュメント 「Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマ 
ニュアル」を参照してください。この説明書には運用にあたってを意すべきことも掲載してい 
ます。運用開始前に必ずお読み<ださい。 



アレイ保守操作 ly がは ASMBE のブラウザ表示を終了させておいてくださし、。 


カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に ASMBE があらかじめインストールされている場合があります。こ 
の場合、この他に管理 PC 側の Internet Explorer の設定や通報監視についての設定などが必要 
な場合があります。 rEXPRESSBUILDERJ 内のオンラインド车ュメント 「Adaptec Storage 
ManagepTM - Browser Edition ユーザーズマニュアル」の付録を参照し、設定:してください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

ASM 目 E は添付の rEXPRESSBUILDERJ に収められている自動インス! -- ルツール「シーム 
レスセットアップ」を使ってインス!-ールできます。シームレスセットアップを開始すると、 
アプリケーシヨンを設をするダイア□グボックスが表示されます。ここで 「Adaptec Storage 
Manager 」 を選択してください。 

この他に、管理 PC 側の Internet Explorer の設定や通報監視についての設定などが必要な場合 
があります。 rEXPRESSBUILDERJ 内のオンラインド丰ュメント 「Adaptec Storage 
Manager ™ - 目 rowser Edition ユーザーズマニュアル」の付録を参照し、設定:してください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で ASMBE をインストールする場合は rEXPRESSBUILDERJ 内のオンラインド羊ュメン 
卜 「Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照してく 
ださい。 






ソフトウェア編 231 


エクスプレス通報ヴービス 


エクスプレス通報サービスじ登録することにより、システムに発生する障害情報（予防保守情 
報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することじより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作する 
システム監視サービス （ DMtOOL ) を連携させることでシステムを安をに稼働させることが 
できる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインス I '''ールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報サー 
ビスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効徽ま EXPRESS 目 ULDER 内にあるオン 
ラインド羊ュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照して設を 
してください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、 W 下の契約等が必要となりますので、あらかじ 
め準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスを有効にずる操作 

次の手順で購入時にインストール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コント□-ルパネル]の忙 SMPR 日/ ServerA 呂 ent ] を選択する。 

2. [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設をツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 
[エクスプレス 通報 サービスセットアップユーティリティ ]が起動します。 

4. 通報開局 FD をフ□ッピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 
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手動インストール（新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、 W 下の説明を参考にしてインストールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

八ードウェア 

• メモリ 

18.0 M 目 上 

• 八ードディスクドライブの空き容量 
30.0 MBW 上 

参 メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 


ソフトウエア 

• 添伽 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM 内の ESMPRO/ServerAgent 

• 上記、 ESMPRO / ServerAgent がサポートする 0 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に W 下の環境が必要です。 
ESMPRO/ServerManager + ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 JU 降 

* 監視対象となる サーバ (こ インス トールされている ESMPRO / ServerAgent のバージョ 
ン W 上を使用してください。 

(例)監視対象となるサーバにインス! -- ルされている ESMPRO / ServerAgent のパー 
ジョン 3.8 の場合、バージョンが 3.8 J ： i 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が必要です。 


セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスのセットアップじついては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 
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PC 通報連携機能 

PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守セ 
ンターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアントの障 
害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインド羊ュメント」を参照してください。 
また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守サー 
ビス会社にお問い合わせください。 
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テー プ監視 ツール 


テープ監視ツールは、本体に接続されたテープドライブならびに使用しているテープメディア 
の状態を監視するユーティリティです。 

へ、ソドのミちれや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するために、本体にテープドライブが接続されている場合にはこのユーティリ 
ティをインストールすることをお勤めします。 

カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にテープ監視、ソールがあらかじめインストールされている場合もあ 
ります。インス I -ール済みのテープ監視ツールのサービスを次のようじ設をしてくださし^。 
サービスの設をは[コント□-ルパネル]のけービス]をダブルクリ、ソクすると起動します。 

• 選択するサービスを 
TapeAlertChecker 

• スタートアップの種類 
自動 

• □グオン 
システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許可]にチェック 

サービスに [ TapeAlertChecker ] がない場合は、装置にインストールされていません 。次の 
「手動インストール（新規インストール）」を参照してインストールしてください。 


手動インストール（新規インストール） 

手動でインストールする場合は、 W 下の説明を参考にしてインストールしてください。詳しく 
はオンラインド羊ュメントの「テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。オン 
ラインド羊ュメントは、添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM の夕のディレクトリに PDF 
ファイルで格納されています。 


CD - ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ SG _ TPn.pdf ( n : バージョンによって数字が異なる) 
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動作環境 

八ードゥェア 

• インストールする装置 

Express 5800/50、100、600シリーズ本体 

• メモリ 
500 K 目山上 

• 八ードディスクドライブの空き容量 
2.2 MBW 上 

ソフトウエア 

• オペレーティングシステム 

- Microsoft Windows NT 4.0日本語版けービスパック 5 W 峰） 

— Microsoft Windows 2000日本語版 

Microsoft Windows Server 2003、および Microsoft Windows XP はサポートしていま 
せん。 

参 アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

— ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要） 

- ARCservelT J 6.6 1 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

— BackupExec for Windows NT Ver .7.3 
— BackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup (Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

-# 巨 KUP 

その他のバージョン、またはアプリケーションについては弊社までお問い合わせくださ 
い。 
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監視対象装置 

テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです（2002年9月現在）。 

• 内蔵/外付 AIT N 8151 -28/-34/-34 A /-4 1 /-41 A /-44/-46. N 8551-19/-28/-34、 
N 8560-16 

• 内蔵/外付 AIT 集合型 N 8151-29/-36、 N 8551-20/-29/-36、 N 8560 -17 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) N 8151-12 BC . N 8551-12/-12 A /-12 BC 、 N 8560-12/- 
12 AC 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 3) N 8151 - 1 3 AC 、 N 8551-13/-1 3 AC 、 N 8560-13/- 
13 AC 

• 内蔵 TRAVAN N 855 1-21 
• クト付 TRAVAN 集合型 N 8560-19 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) N 8151-26/-43/-45、 N 8551-26、 N 8560 -22 
• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 4) N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
• 内蔵 SLOT N 815 1-38 
• 内蔵 LT 0 N 8151-37/-40 
• 外付 LT 0 N 8160 -39 

対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては弊社の Web 情報ページにある 
「NEC 8番街 （ http :// nec 8. conn /)」 の「サポート情報」一「商品情報 • 消爲品作 xpress 5800 • 
テクニカルガイド)」 にある「バックアップ装置」を磕認してください。 


インス I -ール手順 

添付の 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM の次のディレクトリにある 「 setup . exe 」 をエクスプ 
□ーラなどから起動して<ださい。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 


J ： 又降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインド羊ュメントで説 
明しています。 

インス!-ールの完了後、サービスが動作していることを磕認してください。「カスタムインス 
トールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視じついての詳細な設定は、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは 
rC:¥Program Files ¥ TapeAlertChecker ¥ CtrLiniJ です（デフオルトの設定でインストールし 
た場合)。設をの詳細についてはオンラインド羊ュメントをご覧ください。 
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ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


目 TO (ビルド•トウ•才ーダー)でインストールされる ESMPRO/UPSController Ver .2.1 に 
ついて説明します。 



ビルド.トゥ.才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才一 
ダーされたソフトウェアです。 なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていませ 

ん。 


インス I ル済みの ESMPRO / UPSController のセットアップ 

出)荷時に 「 ESMPRO / UPSController 」 がインス! -- ル済みの場合がありますが、設を値はデ 
フォルト値のままになっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


ESMPRO / UPSController ヴービス （ SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコント□-ルマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、 [ SPOC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント □— 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分 t (上経過してから次の方まで動作を確認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

• 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で ESMPRO / UPSController が正常に起動していること 
を磕認してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2. [イベントビューア]のメニューバーからにグ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が 「 SP 日 C-I Service 」 のも 
のを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

[異常] UPS 通信 エラー （無応答） 

このイベントが存在した場合、この後の「設を変更」を参照して ESMPRO / 
UPSController の設定:を変更してください。 
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• 確認2 ESMPRO/UPSController の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム] 一 [ESMPR 日 - UPSController ] — 
[UPSController 巧-':/、'ヤ]を起動する。 

起動方まの詳細は、別冊の ESMPRO / UPSController の「セッ ト アップカード」を参 
照してください。 

2. [UPSControlle 「巧-グヤ]のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されて 
いることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値（ V )」、「商用最大電圧の値（ V )」、「商用最ル電 
圧の値（ V )」、「負荷容量の値（％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値（ V )」、「商用最大電圧の値（ V )」、「商用最ル電 
圧の値（ V )」、「負荷容量の値（％)」等が表示されない。 

この後の r 設を変更」を参照して ESMPRO / UPSController の設をを変更してくださ 
い。 


設定変更 


r 動作確認」の「確認1」、または「確認2」で「異常」だった場合は、次の設定内容を確認し 
て設をを変更してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム] 一 [ESMPR 日 - UPSController ] — 
[UPSController 巧-グャ]を起動する。 

起動方まの詳細は、別冊の ESMPRO / UPSController の「セッ ト アップカード」を参 
照してください。 

2. [UPSController 7ネ-シ''巾]のメニューバーより、驗赶-[動作環境の設定]を選 
択し、下記の設定画面を表示し、各設定内容を確認する。 



AutomaticRunningController 
と連携して使用ずる場合に 
「する」を設定する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行う COM ポート番号を正 
しく設定する。 


使用する UPS を正しく設定 
ずる。 


SNHP エージェ >;h f 巧巧ぶい广做ずを 


シけげウン*阿,- 

M シけトガ也な 巧御： 厂ゎ 

イタ>卜=1了ン円 A ちさ〇サ巧 IB ; 厂ぉ 
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3. 正しく設定した後、 [ UPSController 巧-シ''巾]のメニューバーより、[ファイル] 
-[上書さ保存]を選択し、設定を保存する。 

4. [コント□ールパネル]の[ヴービス]を開き、 [ SP 日 C-I Service ] を再起動す 
る。 

己. 237ページの動作確認をする。 
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新規インス I -ール 

ESMPRO/UPSController Ver .2.1 を新規にインストールする手順を説明します。 


ESMPRO / UPSController のアンインス I — ル 

現在インストールされている ESMPRO / UPSController をアンインストールしてくださし^。 
ESMPRO / UPSController のアンインストールは、 「 ExpressServerStartup 」 の CD - ROM と 
「 ESMPRO/UPSController Ver .2.1( UL 1047-401 )J の Key-FD (キーディスク）を使ってア 
ンインストールしてください。 

ESMPRO/UPSController のアンインストールについての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セットアップカード」を参照してください。アンインストール後は、必ず 
コンピュータを再起動してください。 


インストール 

ESMPRO/UPSController のインス!—ルは、 「 ExpressServerStartup 」 の CD-ROM と 
「 ESMPRO/UPSController Ver .2.1 (UL 1047-401 )J の Key-FD (羊ーディスク）を使ってイ 
ンストールしてください。 

ESMPRO / UPSController のインス I ―ルについての詳継ま、別冊の ESMPRO/UPSController 
の「セットアップカード」を参照してください。 


アップデートインストール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators □—カルグループに所属するユーザーで□グオンする。 

2. 安全のために、必要最小限のアプリケーション （ Server サービスなど）を除くア 
プリケーションを終了する。 

3. 「スタートメニュー」一「設定」一「コント□ールパネル」一「サービス」で次の 
サービスを停止す る。 

SP 0 C-I Service 
ESMPRO/ARC Service 
SNMP Service 

4. に xpressServerSta け up 」 の CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブに、 「 ESMPR 日/ 
UPSControllerVer 2.1 ( ULl 日 47-4 日 1)」 の Key-FD (キーディスク）をフ 
□ッピーディスクドライブにセットする。 

己.に xpressServerSta け up 」 CD - ROM の中にある 「 SETUP . EXE 」 を起動する。 

ESMPRO / UPSController のアップデートが開始されます。 

6. アップデート完了後、システムを再起動する。 

7. 再起動後、 ESMPR 日/ UPSController マネージヤを起動し、 ESMPR 日/ 
UPSController のバージョンを確認する。 

ESMPRO/UPSController Version 2.1 


J : 又上でアップデートは終了です。 
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PowerChute plus Ver ■ 已 ■ 11 J/ 已 .2 J 


目 TO (ビルド-トウ-才ーダー)でインストールされる PowerChute 戶 /las Ve 「.5.1 1 J /5.2 J に 
ついて説明します。 



ビルド.トゥ.才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才一 
ダーされたソフトウェアです。 なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていませ 

ん。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

出!荷時に 「PowerChute plus ] がインストール済みの場合があります。ただし 、 PowerChute 
P/LAS はデフォルト値の状態でインス I -ールされています。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute plus サービス ( UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 

[コント 日ールパネル]のけービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChutep / L / sService ] を開 
始してください。すでに [ UPS-APC PowerChutep / L/s Service ] が開始されている場合はそ 
のままでかまいません。 [コント □ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC Pow が Chute 戶 /us Service が起動後、約1分 W 上経過してから次の方まで動作を磕 
認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

参確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で PowerChute p/las が正常に起動していることを磕認 
してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2. [イベントビューア]のメニューバーから[□グ ] を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が 「 UPS 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、(下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

[異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントが存在した場合、この後の「設を変更」を参照して PowerChute plus 
の設をを変更してください。 
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• 確認2 PowerChute p / as の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていること 
を確認してください。 

1. [スタート]メニユーの[プ□グラム]- [ Power € hutePLUS ] - 
[ Power € hutePLUS ] を起動する。 

起動方法の詳細は PowerChute plus の 「インストールガイド」を参照してください。 

2. [ Pow が ChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されている 
ことを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの rups 化力」、「最小電圧」、「最大電圧 」、 rups 
温度」、「化力周波数」などが表示される。 

[異常] UPS 情報の rups 化力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「化力周 
波数」などがグレーアウトで表示されている。 

この後の「設を変更」を参照して PowerChute /3/ L/s の設をを変更してください。 


設定変更 

「動作確認」の「確認1」、または「確認2」で「異常」だった場合は、次の設を内容を磕認し 
て設をを変更してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ Power € hutePLUS ] - 
[ PowerChutePLUS ] を起動する。 

起動方まの詳細は、 PowerChute /3/ las の「オンラインヘルプ」、または PowerChute 
p / us に添付の「ユーザーズガイド」を参照してください。 

2. [ Power € hutePLUS ] のメニューバーより、[構励-[通信パラメータ]を選 
択し、下記の設定画面を表示し、各設定内容を確認する。 


通信シグナルが〔スマー 
トシグナリング]であ 
ることを確認する。 



コンピュータと UPS の通 
信を行う COM ポート番号 
を正しく設定する。 


3. 正しく設定した後、 [0 K ] をクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューノく一 
より、 [システム]-[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択 
する。 

4. 241ページの動作確認をする。 
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新規インス I -ール 

PowerChute 戶 /LAS の新規インストール（再インストール）については 、 PowerChute /^/las に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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BMC Online Update 


BMC Online Update は、インターネットで配布される 「BMC (Baseboard Management 
Controller ) ファームウェア」を使用して、目 MC ファームウェアを更新するソフトウエアです。 


—口 本体装置にリモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマ 
ネージメントカードを装着している場合に使用できます。 


動作環境 

• A - ドディスクドライブの空き容量 

2 MBW 上 

• ヴ ポー ト 0 S 

Windows 2000 Server 
Windows 2000 Advanced Server 
Windows Server 2003 Standard Edition 
Windows Server 2003 Enterprise Edition 
Red Hat Linux Enterprise Linux ES 3 
Red Hat Linux Enterprise Linux AS 3 


インストール 

オペレーティングシステムによってインス I -ール方法が異なります。使用する環境に合った手 
順を参照してください。 


Windows Server 2003 • Windows 2000 

BMC Online Update のインス I ルには、添付の EXPRESS 目 ULDER CD - ROM を 
使用します。本体装置の OS が起動した後、 EXPRESS 巨 ULDER CD - ROM を CD - ROM ドライ 
ブじセットして、 Automn で表示されるメニューから[ソフトウエアのセットアップ]-旧 MC 
Online Update ] の順にクリックしてくださし^。じ(降はダイア□グボックスのメッセージに従つ 
てインス I -ールしてください。 
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Linux 

1 .EXPRESSBUILDER CD - R 日 M からじ(下のファイルを適当なデイレクトリにコ 
ピーする。 

「 cp / mnt / cdrom/BMCT 00 L / OnlineUp / BmcOnlineUpdate . i 386」 



2. rpm ファイルを解凍する。 

frpm - ivh BmcOnlineUpdate . 1386」 
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起動方法 

オペレーティングシステムによって異なります。使用する環境に合った手順を参照してくださ 
い。 


• BMC ファームウエアの更新作業をしている間は装置の電源を OFF にし 
ないでください。更新作業び途中で中断されるとシステムび起動できな 
<なりまず。 

• 更新された BMC ファームウエアは、装置の再起動後に有効になります。 
再起動を行うまでは、更新前のが態で運用を継続します。 


Windows Server 2003 

スタートメニューから[全てのプ□グラム]— [ BmcOnlineUpdate ]— [ BmcOnlineUpdate ] の順 
にクリ 、ソク します。 


Aam/n/strator 


サーバーの巧割をま 
m ] マシドブ□ンブト 
ム^ェ クスブ□ーラ 


礁 i 

9 


BmcOnlineUpdate 

プモ很 


^ マイコンピュータ 


コント□-ルバネルを） 
i % 管理ツール 
ll ；^ プリンタと FAX 


が〜 レプとサポ-卜(ぶ 
ク J なまを） 

み Windows Update [定して実巧(が… 

技 Windows 力加ヴ | 



BmcOnlineUpdate 


I アクセサリ 
巧）スタ-トアップ 




度）管巧ツール 
ぶ Internet Explorer 
山！ Out look 。父 press 
リトト 7 シスタシス 


巧 □ヴオツ。 回 シャットタウ M ぶ 



ド スタート J 夕 


Windows 2000 

スタートメニユーから[プ□グラム]— [ BmcOnlineUpdate ]— [ BmcOnlineUpdate ] の順にク 
リ、ソクします。 
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Linux 

下記の入力を行い、プ□グラムを開始させてください。 

cd / user/BmcOnlineUpdate 
./BmcOnlineUpdate -ja 


日本語をサポートしていない場合はオプション" - ja " をつけないでください。 
./BmcOnlineUpdate 


Beilin h/usr/BmcOn line Update I'— ^ を II Xj 

login as ： root H 

I root§192.168.14-23's password ： H 

Last login ： Thu Jul 8 08:23:17 2004 from 192.168.14.198 ■ 

[root 郎 el I ini rootlJl cd /usr/BmcOnI ineUpdate/ | 

[root 郎 el I ini BmcOnIineUpdate] It ./BmcOnlineUpdate -jai H 
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すべてのプ□ヴラムの> 


西 スタ-卜 J ぶ J 


マイ ] ンわ-夕 

管理ツール 
k ■^ブリシ々と FA > 
''が〜 レブとサポ-卜お) 
ク J がま© 

〇 ファイルをが旨定じ 


，てぎ。^""" 

"V 


I も） ESMPRO Server Agent 
み インタ-ネットがシヨン 
を！キーボード 
お ヴームコント□ーラ 
0サウンドけ-ディオデバイス 

3 ジシステム 
みスキサナとカイラ 
心 タスウ 

丑 タスウ "一と R トト]イニュ- 
^ ネ》トワ-ウ柱镜 
-巧 J トドかアの剧 D 
包 フォルタが'ンヨン 
过 フォント 


因 □财フぉ 


& ユーザ -a 曲妨オプション 
3ユ-ザ-をわよ U バスワ-ドの巧な 
... トライセシス 
81* 音声認葡 
击国面 
菅巧ツール 

み 化域と言語のオプション 
々》巧祝プショシ 

巧話とモデムのオプシヨシ 
づ 日巧と時刻 


アンインス I -ール 

オペレーティングシステムによって異なります。使用する環境に合った手順を参照してくださ 
い。 


Windows Server 2003 


1 . スタートメニューから[コント□ールパネル]一[プ□グラムの追加と削除]の順にク 
U ックする。 


2. 旧 me 日 nIineUpdate ] をクリックし、[変更と削除]をクリックする。 

ム(降はダイア□グボックスのメッセージに従ってアンインストールしてください。 



現なインストールされているブ□ヴラム： 


化ぺ智えを):3 


翔 Adaptec Storage Manager - Browser Edition 


DianaScopeAfent 
@1 ESM P RO/Server Agent 
巧！ IhteKR) PRO Network Adapters and Drivers 
WinVNC 3.3.3 



ぶ BmeOn line Update 

このブ□ヴラムを巧をしをり、工/ビュー々から削除しをりするじは、巧ぞと刖㈱をウリッウしてください。 


お 

_まちと削除げ 



Administrator 
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Windows 2000 

1 . 


スタートメニューから[設定]一[コント□ールパネル]一[アプリケ- 
と削除]の順にクリックする。 


-シヨンの追加 


I Windows Update 


ブ□ヴラム(巳） 

最近使ったファイル(巨） 


屬檢熟が 

每 ヘル:?(ぶ 

を^ファイルちを指定して実け(垃… 



^ シサットタウン(ぶ… 


面ブリンが己） 

巧タスウバ-とじ夕-卜]メニュ-の… 


liP スタート i 


2. 旧 me 日 nIineUpdate ] をクリックし、[変更と削除]をクリックする。 

ム(降はダイア□グボックスに表示されるメッセージに従って操作し、アンインス 
卜ールしてください。 


現在インスト-ルされているブ□ヴラム 
n Apache Tomcat 4.1(remove only) 


该 I DianaScope Manager 1.00 
録 DianaScope PXE Service 
が Java 2 Runtime Environment, SE 
^ \A .4.2 02 

SystemGlobe De plo yme nt Ma nage r 
想 Windows 2000管理ツール 


-InUI 


せバ曾えを):前 _d 

_ サイス ’ 63.4 MB aJ 


サイス. 
サイス. 
サイス’ 
サイブ 


970 KB 
129 MB 
60.7 MB 
300 KB 


ぶ 日 mcOnline Update 


この:? □ヴラムを変更したり、〕ンむ 
-城6削除したりずるには、陵更 
と削瞄を如ッウしてください。 


サイズ 1 .45 MB 
巧 ffl 頻度 篮 

最終イま用日 2004/07/08 


アブリ クーシヨンの 追 力 D と肖I除 





|^>ブリウ ー：/ヨンや Windows コンポーネントをインストールおよ U| g マイコンビュー々 


J3AJ0S 000Z WMOPC ミ 
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Linux 

1. 下記を入力しファイルを削除する。 

rm / usr / BmcOnlineUpdate /* 

2. 下記を入力しディレクトリを削除する。 

rmdir / usr/BmcOnlineUpdate 


曰 回図 


[root@izu2 
[root@izu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
[rooteizuS 
[root@izu2 
[root@izu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
[rQoteizu2 
[rooteizu2 
[rooteizu2 
remove 
remove 


remove 
[root@izu2 
[rooteizu2 


root] It 
「00リ且 
root]# 
root]! 
root ] 曲 
root]! 
root]# 
root]! 
root]# 
root]# 
root]# 
root]# 

「0かけ 
root]# 

「00川 
root ] 曲 
root]# 
root]# 

root]J rm /usr/ 巳 mcOnIineUpdate / お 
'/usr/BmcOnlineUpdate/BmeOnIineUpdate'? y 
'/usr/Bmc 日 nlineUpdate/bmeonup.en'? y 
'/usr/BmeOnIineUpdate/bmconup.ja ’ マ y 
root] な rmdir /usr/EmcOnIineUpdate/ 

rootii n 


エラー表示一覧 

下表にエラーメッセージと対処方法を示します。 


メッセージ 

対処 

アップデートの必要がありません。 

現在使用している環境は、アップデートしようとしたデー 
夕より新しいか同じデータが適用されていまず。 

対象装置ではありません。 

データが対象装置のものではありません。対象装置のデー 
夕で Update を実行してください。 

目 MC 情報を取得できません。 

リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマ 
ネージメントカードが正常に取り付けられているか確認し 
てください。 

取りがけを確認してから Update を実行してください。 

オンラインモードに移行できません。 

BMC がビジー状態の可能性があります。 

数分後に再度実行して<ださい。 

運用中のデータの退避に失敗しました。 

更新モードに移行できません。 

データの更新中にエラーが発生しまし 
た。 

終了処理に失敗しました。 

IPMI ドライバが見つかりません。 

IPMI ドライバをインストールしてください。 

サポート対象かです。 

アップデート機能をサポートしていない BMC です。この 
、ソールによるアップデートはできません。 


W -0 対処方法を実行しても、アップデートに失敗した場合は保守サービス会社に連 
置3 絡してください。 
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管埋 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウエアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインス I — ルされたコンピユータをネ、ソトワーク上の管理 PC から 
監視•管理するには、本体にバンドルされている ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「をお使いくださし^。 
管理 PC へのインストール方まや設をの詳細についてはオンラインド羊ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 



ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がォンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨン 
ガイド」を参照してください。 
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DianaScope 


DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウェアです。 
口 anaScope の機能やインストール方まについての詳細はオンラインド羊ュメントを参照し 
てください。 
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S SetLs Utility 



巧 : の : 29] 

[07/09/2004] 

Item Spec け ic Help 

System Date: 


Legacy Floppy A: 
Legacy Floppy B: 

[1.44/1.25 MB 3.5"] 

[Di s ホ 1 ed] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 

Hard Disk Pre-Delay: 

> Primary IDE Master 

> Primary IDE Slave 

[ 的 s ホ 1ed] 

[CD-ROM] 

[None] 


> Processor Settings 

Language: 

[English (US)] 



Change Values 
Select > Sub-Mei 


Setup Defaults 
Save and Exit 




> 泳ちな 
> D なン 


Prepare To Boot 

I Power On Cnt Aim 

198時間 0 分 


本製品において口 amScope を使用するためには別売のサーバライセ 
民ェック I ンス (UL 11 98-00 1または UL 11 98-011 )が必要です。 

• UL1 1 98-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server 
Licensed) 

管理対象サーバを 1 台管理するためのライセンス 

• UL1 1 98-011 SystemGlobe DianaScope Additional Server 
License(IO) 

管理対象サーバを 10 台管理するためのライセンス 


ミち意事項 

オンラインド车ュメントは、 DianaScope がリモート管理する対象装置全般についてミ凡用的に 
説明していますが、ここでは DianaScope から本製品をリモート管理する際に特にを意する点 
を W します。 

• 本製品は、オプションのリモートマネージメントカードまたはアドバンスドリモートマ 
ネージメントカードを装着している場合のみ、 DianaScope からリモート管理すること 
ができます。 

• 本製品はリモート FD 機能をサポートしていません。 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console Plus をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインストールします。 
Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESS 目 ULDER 内にあるオンラ 
インド羊ュメント 「Power Console Plus™ ユーザーズガイド」を参照してください。 

W 下の説明を参考にして Power Console 円 US (管理 PC ) を管理 PC にインストールしてくだ 
さい。インスI-ールに関する詳しい手順と操作方まについては EXPRESSBULDER 内にある才 
ンラインド羊ュメント 「Power Console 円 US™ ユーザーズガイド」を参照ください。 

Power Console Plus ( 管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus 僧理 PC) をインスIルするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• Windows の TCP/IP の設定が終了していること 

• EXPRESSBULDER を使ったシステムのアップデートが終了していること 
作 xpress 5800シリーズにインストールする場合） 

参 Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0の場合、サービスパック 6a が適用されていること 

• Internet Explorer 5.5J：i 降がインストールされていること 


Power Console Plus ( 管理 PC ) のインストール手順 

Power Console Plus (管理 PC) のインストールはミ付の EXPRESS 目 ULDER CD-ROM をイ吏 
用します。 EXPRESSBULDER CD-ROM を CD-ROM ドライブにセット後、 Autorm で表示さ 
れるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]- [ESMPRO ]- [関連ユーティリティ 
メニュ ー ]—[Power Console Plus] の順にクリックします。 


ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「管理 PC」 または「管理 PC 十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 
じ(降はダイア□グボックスのメッセージに従ってインスI-ールしてください。 



上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすべてのサーバおよび管 
理 PC を管理するコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


Power Console Plus ( 管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

管理サーバとすべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

管理サーバのホストををすでにある riocalhostj の設定と置換してください。 
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